
２
回
戦
で
は
、
第
１
シ
ー
ド

の
東
洋
大
と
決
勝
進
出
を
か
け

対
決
。 

６
回
、
継
投
の
白
井
慶
一(

法

１)

は
、
２
死
か
ら
３
連
打
で
先

制
さ
れ
た
。
さ
ら
に
満
塁
の
危

機
で
失
策
、
捕
逸
が
重
な
り
５

失
点
。
打
線
は
相
手
投
手
の
前

に
６
安
打
１４
三
振
、
完
封
負
け

を
喫
し
た
。 

 

下川はチーム唯一の複数安

打を放った 

新
人
戦
の
舞
台
で
も
、
春

の
東
都
の
覇
者
・
東
洋
大
の

強
さ
は
際
立
っ
て
い
た
。

｢

萎
縮
し
た
ん
じ
ゃ
な
い

か
。
若
さ
が
出
た｣

と
森
岡

正
樹
学
生
コ
ー
チ(

法
４)

。

そ
の
言
葉
の
裏
に
は
、
野
手

の
失
策
、
捕
逸
と
い
っ
た
守

り
の
ミ
ス
が
あ
っ
た
。 

先
発
・
木
村
大
希(

営
１)

は
連
投
の
疲
れ
を
全
く
見

せ 

ず
、
５
回
ま
で
相
手
打
線
を

翻
弄
。
無
失
点
で
切
り
抜
け

る
が
、
６
回
、
代
わ
っ
た
白

井
が
２
死
か
ら
３
連
打
を
浴

び
先
制
を
許
し
た
。
な
お
も

満
塁
。
迎
え
た
打
者
を
打
ち

取
っ
た
か
に
見
え
た
が
、

「
（
三
塁
は
）
ま
だ
慣
れ
な

い
」
と
い
う
柳
原
悟(

法
２)

が
失
策
。
そ
の
後
も
捕
逸
が

重
な
る
な
ど
守
備
が
乱
れ
、

悪
い
流
れ
が
と
ま
ら
な
い
。

こ
の
回
一
挙
５
点
を
献
上
し

た
。 打

線
は
そ
の
裏
、
砂
川
哲

平(

法
１)

が
右
中
間
二
塁
打

を
放
つ
と
盗
塁
で
三
塁
を
陥

れ
た
。
２
死
三
塁
と
好
機
を

演
出
し
た
が
続
く
下
川
和
弥

(

市
１
）
が
「
イ
ン
コ
ー
ス
の

真
っ
す
ぐ
」
を
見
逃
し
の
三

振
。「
打
て
る
ボ
ー
ル
を
フ
ァ 

 

ー
ル
し
て
し
ま
っ
た
。

(

三
振
は)

僕
の
技
量
だ
と
思

う
」
と
下
を
向
い
た
。 

 

「
三
振
１４
で
は
練
習
す

る
し
か
な
い
」
と
森
岡
学
生

コ
ー
チ
も
苦
笑
い
。
守
り
の

ミ
ス
に
始
ま
り
、
投
打
が
噛

み
合
わ
な
か
っ
た
。 

春
季
リ
ー
グ
に
続
き
、
新

人
戦
で
も
東
洋
大
に
敗
れ

た
駒
大
。
こ
の
借
り
を
返
す

場
は
、
秋
季
リ
ー
グ
だ
。 

 

 

【駒 大】 打安点 

⑦福  山 ４００ 

④砂 川 ４１０ 

⑥下 川 ４２０ 

⑨江  越 ３１０ 

⑤3 柳 原 ２１０ 

３宇賀神 １１０ 

DH 横 嶋 ３００ 

HD 山 田 １００ 

③加藤大 ２００ 

５江  口 １００ 

②木 下 ３００ 

⑧藤 原 １００ 

PH 受 川 １００ 

８西村凌 １００ 

計31６０ 

 

▽二塁打＝下川、砂川 

 

 

    回  打安責 

 木 村 ５  18３０ 

●白 井 2/3 ５３１ 

 村 上 1/3 ３００ 

 高橋涼 ２  ８１０ 

  荻  １  ３００ 

東洋大 ０００ ０５０ ０００ ５ 

駒 大 ０００ ０００ ０００ ０ 

 

11 年新人戦 

８月 27 日 

写
真
＝
野
木
聡
介
、 

 
 

 
 

 

服
部
萌
香 

文

=

水

出

綾

香 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

失
点
し
、
悔
し
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
る

白
井
【
右
】 

三
振
に
倒
れ
、
下
を
向
く
砂
川
【
左
】 

 


